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Q１台あたりの金額に相違があるのは。

A 電気工事費や諸経費などの違いによる
もの。

Q 財源が緊急防災・減災事業債となってい
るが目的と違うのでは。

A 指定避難所となっており有利な起債を活
用する。

Q&A委員からの主な質疑と答弁委員からの主な質疑と答弁

被保険者の不公平感が増す
請願第4号　能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための財政支援を求
める「意見書」の提出を求める請願に反対する。
　被保険者のうち、免除の対象となる半壊以上の判定を受けた方は、約２割の被保険者のみで、
残りの８割の方は、何らかの被害を受けたにも関わらず、医療費の援助を受けられない状況であ
る。こういった方 に々対して同じ保険に加入しているにも関わらず、何の手当もなく、罹災証明の区
分による不公平感が増す。

被災者の医療費の一部負担金免除継続を
請願第4号　能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための財政支援を求
める「意見書」の提出を求める請願に賛成する。
　能登半島地震からもうすぐ2年になるが、復旧・復興が進んでいる中で、人口減・高齢化の加速
度が増し、残されているのは離れられない・離れたくない高齢者である。最も医療ケアを必要とさ
れている方 に々そのケアを受けられなくなるような事態を人為的に起こすべきではない。意見書を
提出し少しでも被災された方々の前に向く力になればと考える。

三浦議員

土本議員

提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、議案の成立の
可否が決定します。■ 討 論

反対

賛成

 12月定例会議　提出議案　条例5件　補正予算7件　その他1件　請願3件　発議2件

　12月定例会議が12月5日（金）から18日（木）までの14日間の日程で開催されました。

一般会計補正予算5億5,737万円を可決

　令和８年度よりこれまで4～6月に行っていた仮算定徴収を廃止し、7月～翌年3月までの9か月
間で1年間分の保険税を徴収することに変更

■変更前
　4～6月　　　　第1期～ 3期（仮算定）
　7月～翌年3月　第4期～12期（本算定）

■変更後
　4～6月　　　　支払いなし
　7月～翌年3月　第1期～ 9期（本算定のみ）

→この変更により1期あたりの支払い額が
　増加することが予想されます。

【事業概要】
　遊戯室に空調設備を設置し、児童が年間を通じて快適かつ安全に過ごせ
る環境を令和8年夏までに整備
	 事業費　　3,388万円（財源：緊急防災・減災事業債）
	 事業内容
	 ①つくし保育園	 天吊型６台	 1,309万円
	 ②あおば保育園	 天吊型６台	 1,125万円
	 ③こすもす保育園	 天吊型５台	 954万円
　　さくら保育園では設置済み
　　たんぽぽ保育園は令和8年度で廃止となるためレンタル等で対応

町立保育園遊戯室 空調設備設置工事

中能登町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
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〇：賛成　×：反対　退：退席　除：除斥　欠：欠席
議長は、採決には加わりません。　※可否同数の場合は議長裁決採決の結果

議案番号 議 案
木
下　
智
治

三
浦　
克
欣

合
田　
　
宏

角　
　
久
子

澤　
　
良
一

古
玉
い
づ
み

尾
田　
良
一

土
本　
　
稔

笹
川　
広
美

南　
　
昭
榮

甲
部　
昭
夫

坂
井　
幸
雄

結 果
（賛成：反対）

10月随時会議

議案
第29号

工事請負契約の締結について
（令和７年度 令和６年災既設公営住宅復旧事業
金丸住宅復旧工事）

〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（10：0）

議案
第30号

和解及び損害賠償の額を定めることについて
（倒木による雨樋損傷への賠償） 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（10：0）

12月定例会議
議案
第31号

中能登町乳児等通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第32号

中能登町印鑑条例の一部を改正する条例につい
て 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第33号

中能登町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第34号

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴
うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する
内閣府令等の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について

〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第35号

中能登町行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用に関する条例の一部を改正する条
例について

〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第36号 令和７年度中能登町一般会計補正予算 〇 〇 ○ ○ 欠 ○ 〇 ○ ○ ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第37号～
42号

令和７年度特別会計補正予算 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

議案
第43号 小字の区域の変更について 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

請願
第3号

『ひきこもり支援基本法の制定を求める意見書』
の提出を求める請願 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 採択（9：0）

請願
第4号

能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免
除の再開のための財政支援を求める「意見書」
の提出を求める請願

× ○ × × 欠 × ○ × × ― × 欠 不採択（2：7）

請願
第5号

地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置を
求める請願書 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 採択（9：0）

発議
第3号 ひきこもり支援基本法の制定を求める意見書 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）

発議
第4号

地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措置を
求める意見書 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 〇 ― ○ 欠 可決（9：0）
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一 般 質 問12月定例会議

一般質問に9人が登壇

校長先生にインタビュー

尾田　良一議員………………… 5P
・外国語教育

英語以外の外国語の導入を
・家庭内教育

自立心や責任感の十分な育成を

澤　良一議員…………………… 5P
・業者選定

公平性・客観性を担保せよ

木下　智治議員… …………… 6P
・戦略的企業誘致

新たな雇用の創出を
・事業承継

行政の積極的な関与が不可欠
では

土本　稔議員… ……………… 6P
・町祭の開催

町祭の復活を求める
・温浴施設

温浴施設整備の現状は

笹川　広美議員… …………… 7P
・子どもの権利

子どもにやさしいまちづくりを
・防災リーダー

災害支援体制を促進せよ

角　久子議員…………………… 7P
・こどもまんなか社会

こどもまんなか社会の実現に
向けて

・放課後の過ごし方
児童の放課後の過ごし方の充実を

合田　宏議員… ……………… 8P
・子どもの支援

子どもの意見を行政政策に反映させよ
・フェーズフリー

防災公園の整備は

三浦　克欣 議員… …………… 8P
・平和教育

争いのない世界を築くには

・人生会議の推進
一人暮らしの高齢者への支援は

古玉　いづみ議員……………… 9P
・英語教育

子ども達が自信をもつ英語教育を
・ハラスメント

根絶への取り組みを

第５代校長の水谷内と申します。出身地は良川です
が、七尾から通勤しています。

中能登中学校は、開校してから１３年目になりました。
本校に赴任して、まず全教職員に伝えたことは、どの

ような状況であっても一人一人の話を最後までしっか
りと聞き、丁寧に対応することでした。自分の話をしっか
りと受け止めてくれることが実感できれば、安心感を抱
くはずです。さらに、一つ一つのことに丁寧に対応すれ
ば、安全な学校づくりにつながっていくと考えています。

また、令和５年度から町教育委員会の支援のもとで
学校運営協議会が中心となり、学校と町スポーツ協会
や各関係機関等との連携が図られるようになってきまし
た。部活動の地域展開をはじめ、授業や各行事での関
係機関からのご支援等、地域資源である（ひと、もの、こ
と）を教育活動に活用しています。生徒が地域の方との
関わり合いによって自己を見つめ、生き方等を学ぶこと
で、社会性も育成していきたいと考えています。

今後も人と人とが関わり合いながら、人を育てる学校
づくりに取り組んでいきます。中能登町の皆様におかれ
ましては、是非ともご理解とご協力をお願い致します。

一般質問とは、議員が行政全般にわたり、執行機関に
施策の状況や方針等に対し説明を求めるもの。

中能登中学校　水
み ず や ち

谷内　良
よしろう

郎　校長

二次元コードを読み取って
ご利用ください。

一般質問

12月15日午前

12月15日午後

12月16日午前
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一 般 質 問12月定例会議

政治家が病気見舞を出すことは禁止されています。

Q
以
前
、教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
中

学
校
で
は
英
語
以
外
の
外
国
語
も
学
べ

る
よ
う
に
し
て
は
、と
提
案
し
た
。こ
れ
は

欧
米
の
国
々
で
は
ご
く一般
的
な
こ
と
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。英
語
教
育
を
過

度
に
重
視
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
弊
害

を
強
調
す
る
藤
原
正
彦
氏
の
説
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

A
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
お
い
て
は
英
語

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
し
、弊
害
に
つ
い

て
は
、他
の
教
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
教
育
を
推
進
す
る
。ま
た
、学
習
指
導

要
領
で
外
国
語
科
に
つ
い
て
は
、英
語
を

履
修
さ
せ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。従
って
、英
語
以
外
の
外
国

語
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

理
想
と
現
実
の
乖
離
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見

せ
つ
け
ら
れ
た
感
じ
だ
が
、個
人
的
に

は
理
想
の
大
切
さ
を一層
実
感
し
た
。

議
員
の
ひ
と
言

Q
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
評
価
者
は
、全

員
庁
内
の
課
長
職
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

外
部
の
第
三
者
が一切
含
ま
れ
て
い
な
い
。

公
平
性・客
観
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の

か
、な
ぜ
第
三
者
を
入
れ
な
い
の
か
。

A
各
業
務
を
熟
知
し
て
い
る
課
長
を
評

価
者
に
選
任
す
る
こ
と
で
、効
率
的
な
業

務
の
遂
行
を
総
合
的
評
価
、判
断
で
き

る
と
考
え
、第
三
者
の
選
任
ま
で
は
必
要

な
い
も
の
と
し
て
い
た
。

Q
そ
の
評
価
基
準
は
あ
ま
り
に
抽
象
的

で
、数
値
根
拠
に
乏
し
く
、評
価
者
の
裁

量
で
結
果
が
左
右
さ
れ
る
構
造
と
な
って

い
な
い
か
。

A
評
価
に
つ
い
て
は
評
価
者
が
事
実
や

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
公
平・中
立
な
立
場

で
行
う
も
の
で
あ
り
、自
分
の
考
え
や
判

断
に
基
づ
い
て
物
事
を
決
定
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

Q
当
町
に
於
い
て
も
不
登
校
児
童
生
徒

や
生
徒
指
導
上
の
観
点
か
ら
、現
状
を

ど
う
把
握
し
、ど
の
よ
う
な
改
善
策
が
あ

る
の
か
。ま
た
、父
親
の
子
育
て
と
し
つ
け

の
関
与
を
促
す
た
め
、ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
って
い
る
か
。

A
子
ど
も
た
ち
の
責
任
感
を
育
む
こ
と

は
課
題
の一つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、授
業
や
学
校
教
育
を
通
し
て
自

立
心
を
育
む
機
会
を
設
け
て
い
る
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。次
に
父
親
の
子
育
て

と
し
つ
け
の
関
与
を
促
す
た
め
に
、こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
プ
レ
マ
マ
パ
パ
教
室

を
実
施
し
た
り
、パ
パ
育
児
の
と
び
ら
と

い
う
冊
子
を
配
布
し
、し
つ
け
意
識
の
啓

発
を
図
る
。

Q
主
体
的
対
話
的
と
言
わ
れ
る
が
果
た

し
て
十
分
か
。生
徒
間
の
能
力
差
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
十
分
と
は
思
え
な

い
が
。

A
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
子
ど
も

た
ち
が
い
か
に
つ
け
ら
れ
る
か
が
大
切
で

あ
る
し
、そ
う
い
う
こ
と
が
生
き
る
力
の

ス
キ
ル
だ
と
考
え
る
。

Q
業
務
遂
行
能
力
、法
令
遵
守
体
制
を

高
く
評
価
し
て
選
定
を
し
た
事
業
者

が
、今
回
、再
委
託
禁
止
違
反
を
起
こ

し
、損
害
賠
償
請
求
に
至
っ
た
。こ
の
矛

盾
を
ど
う
説
明
を
す
る
の
か
。

A
事
業
者
が
債
務
不
履
行
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
点
は
、甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。事
業

者
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
点
に

お
い
て
、今
回
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。今
回
の

こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
の
事
業
選
定
に
お

い
て
適
切
な
評
価
基
準
を
見
直
す
な
ど
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
く
。

Q
第
三
者
を
加
え
て
評
価
体
制
の
構
築

と
選
定
基
準
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

い
、本
年
度
中
に
そ
の
結
果
を
議
会
へ
報

告
す
る
よ
う
町
長
の
決
断
を
求
め
る
。

A
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
業
務
体
制
の
業

務
計
画
の
中
に
リ
ス
ク
的
な
も
の
が
か
な

り
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、リ

ス
ク
を
見
抜
け
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
と
考
え
、第
三

者
を
含
め
た
選
定
委
員
会
を
つ
く
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。司
法
書
士
や
会
計
士
な

ど
、知
見
を
要
し
た
人
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、次
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
第
三
者
委

員
会
も
設
け
て
、公
平・透
明
性
の
あ
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
共
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
へ
の
損
害

賠
償
請
求
と
行
政
の
沈
黙
な
ど

外
国
語
教
育

業
者
選
定

家
庭
内
教
育

問
英
語
以
外
の
外
国
語
の
導
入
を

答
他
の
外
国
語
を
導
入
す
る

　
考
え
は
な
い

問
公
平
性
・
客
観
性
を
担
保
せ
よ

答
第
三
者
含
め
た
選
定
委
員
会
を
作
る

問
自
立
心
や
責
任
感
の

　
十
分
な
育
成
を

答
家
庭
、地
域
、学
校
一
体
で

　
支
援
し
た
い
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一 般 質 問 12月定例会議

Q
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
魅
力
的

な
、
従
来
の
枠
を
超
え
た
戦
略
的
な
企

業
誘
致
策
を
。

A
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
当
町
に

合
っ
た
誘
致
企
業
の
規
模
な
ど
の
分
析
、

企
業
誘
致
に
必
要
な
整
備
の
検
討
を
進

め
、
戦
略
性
の
あ
る
取
組
み
を
検
討
す

る
。

Q
町
と
商
工
会
な
ど
が
協
力
し
誘
致
対

象
と
な
る
企
業
に
直
接
出
向
き
積
極
的

に
売
り
込
む
、
も
し
く
は
町
長
自
ら
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
考
え
が
あ
る
か
。

A
町
に
と
って
必
要
性
を
感
じ
た
場
合
に

は
、
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
し
て
参
り

た
い
と
考
え
る
。

元
気
に
働
け
る
町
づ
く
り
を

議
員
の
ひ
と
言

Q
町
政
２
０
周
年
記
念
と
し
て
音
楽
祭

を
開
催
し
た
が
、
今
後
も
町
祭
を
望
む

声
も
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A
町
民
や
団
体
、
地
域
の
主
体
性
を
大

切
に
し
つ
つ
、
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
継
続
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

創
意
工
夫
を
重
ね
る
。

Q
行
事
の
併
催
も
検
討
し
た
上
で
、
町

行
政
の
各
課
が
ブ
ー
ス
を
持
ち
、
健
康

保
険
課
な
ら
健
康
ブ
ー
ス
、
危
機
管
理

課
は
防
災
コ
ー
ナ
ー
な
ど
受
け
持
ち
町

民
参
加
型
を
企
画
し
て
み
れ
ば
。
復
興

に
向
け
た
取
組
と
し
て
大
事
な
こ
と
は

乗
り
越
え
る
と
い
う
一
体
感
だ
と
思
う

が
。

A
提
案
い
た
だ
い
た
内
容
も
面
白
い
と

思
う
。
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の

声
も
聴
く
。
何
か
や
ら
な
く
て
は
と
感

じ
て
い
る
。

Q
専
門
的
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
経

営
者
の
承
継
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
た

め
の
活
動
を
強
化
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

A
対
策
の
必
要
性
が
増
し
、
町
内
事
業

所
の
存
続
に
寄
与
す
る
た
め
に
も
、
今

後
、
関
係
機
関
と
も
連
携
す
る
な
ど
を

検
討
す
る
。

Q
ど
の
よ
う
な
業
種
を
優
先
的
に
事
業

承
継
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
か
。

A
基
幹
産
業
の
繊
維
産
業
の
重
要
度
は

高
い
が
、
生
活
に
直
結
す
る
小
売
業
な

ど
の
重
要
度
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
特

定
の
業
種
を
優
先
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
つ
い
て

戦
略
的
企
業
誘
致

町
祭
の
開
催

事
業
承
継

温
浴
施
設

問
新
た
な
雇
用
の
創
出
を

答
労
働
環
境
整
備
を

　
重
点
施
策
と
す
る

問
町
祭
の
復
活
を
求
め
る

答
持
続
可
能
な
開
催
に
向
け
て

取
り
組
む

問
行
政
の
積
極
的
な
関
与
が

不
可
欠
で
は

答
関
係
機
関
と
の
連
携
す
る

な
ど
検
討
す
る

問
温
浴
施
設
整
備
の
現
状
は

答
可
能
性
を
含
め
協
議
を
進
め
る

政治家が選挙区内の人にお金や物などを贈ることは禁止されています。

Q
温
浴
施
設
の
新
設
は
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
の一つ
で
あ
る
。
復
旧
復
興

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
提
言
で
あ
り
答
え

る
必
要
が
あ
る
。
現
状
に
つ
い
て
き
く
。

A
温
浴
施
設
が
１
か
所
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
健
康
ハ
ウ
ス
憩
の
無
料
送
迎
バ
ス
の
運

行
や
、新
た
な
事
業
者
を
迎
え
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
を
再
開
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
総
合
計
画
や
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
、
町
民
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
協
議
を
進
め
る
。

Q
震
災
を
経
験
し
温
浴
施
設
の
あ
り
が

た
さ
を
再
認
識
し
た
。
家
庭
の
温
浴
設

備
に
対
し
水
質
に
つ
い
て
の
考
え
を
き
く
。

A
当
町
の
水
道
水
は
水
道
法
に
定
め
ら

れ
た
厳
格
な
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
含
有
す
る
良

質
な
飲
料
水
で
あ
る
。
し
か
し
給
湯
器

の
熱
伝
導
管
の
中
で
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が

固
ま
り
、
管
の
閉
塞
や
機
器
の
故
障
を

誘
発
す
る
要
因
と
な
り
得
る
と
認
識
し

て
い
る
。
改
善
に
は
巨
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
今
後
も
要
望
活
動
を
展
開

し
、
検
討
を
重
ね
る
。
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一 般 質 問12月定例会議

Q
全
庁
挙
げ
て
、
子
ど
も
と
町
民
に
対

す
る「
子
ど
も
の
権
利
」に
つ
い
て
の
教

育
や
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
学
校
教
育
や
町
人
権
擁
護
委
員
の

人
権
教
室
、
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
啓
発
活
動
を
通
じ

て
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
自
身
が
自
分
の
権
利
を
理
解

し
、
日
常
生
活
や
学
び
の
中
で
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

Q
子
ど
も
の
た
め
の
事
業
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
を
決
定
す
る
場
な
ど
に
子
ど
も

達
が
積
極
的
に
議
論
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
、制
度
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
子
ど
も
会
議
な
ど
、
子
ど
も
達
の
意

見
が
よ
り一層
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
意
見

を
聞
く
場
や
機
会
の
充
実
に
努
め
る
。

Q
子
ど
も・若
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
く
計
画
は
。

A
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
、何

が
最
も
良
い
か
常
に
考
え
意
見
を
聞
き
、

そ
の
意
見
を
尊
重
し
た
上
で
社
会
全
体

で
成
長
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
て
の
取
組
は
。

A
趣
旨
の
周
知
に
努
め
、意
識
啓
発
を

図
る
と
共
に
、子
ど
も
会
議
等
、他
の
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
、検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q
不
登
校
、い
じ
め
、虐
待
な
ど
子
ど
も

を
取
り
巻
く
状
況
に
対
し
、学
校
、家

庭
、地
域
が一体
と
な
って
対
応
す
る
た
め

の
連
携
体
制
は
。

A
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
家

庭
の
相
談
に
関
し
て
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、児
童
館
の
利

用
度
と
課
題
は
。

A
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入
率
は
小

学
校
低
学
年
66
％
、高
学
年
31
％
で
、実

際
の
利
用
者
数
は
平
日
の一日
平
均
で
鳥

屋
85
人
、鹿
島
66
人
、鹿
西
45
人
。課
題

は
児
童
数
の
減
少
に
反
し
て
、利
用
者
数

は
増
加
傾
向
で
、ク
ラ
ブ
施
設
が
手
狭
と

な
って
い
る
こ
と
。ま
た
、児
童
館
は
昨
年

度
は
年
間
延
べ
１
万
人
を
超
え
た
が
、今

年
度
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
や
や
減
少
。

児
童
数
の
減
少
や
学
校
、地
域
行
事
、習

い
事
等
様
々
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
。

利
用
促
進
に
向
け
、子
ど
も
達
が
楽
し
み

な
が
ら
継
続
し
て
利
用
出
来
る
工
夫
を

行
って
い
る
。

室
内
交
流
施
設
の

整
備
を
！

議
員
の
ひ
と
言

子
ど
も
の
権
利

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

放
課
後
の
過
ご
し
方

問
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を

答
啓
発
、環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む

問
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て

答
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
て
い
き
た
い

問
児
童
の
放
課
後
の
過
ご
し
方

の
充
実
を

答
交
流
の
場
と
し
て
環
境
整
備

に
努
め
る

政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。

Q
自
主
防
災
組
織
を
牽
引
す
る「
中
能

登
町
防
災
士
連
絡
協
議
会
」の
活
動
継

続
の
た
め
の
財
政
支
援
を
図
れ
。

A
協
議
会
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、

具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

Q
当
町
で
の「
避
難
生
活
支
援
リ
ー

ダ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」の
取
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

A
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
環
境
の

改
善
や
継
続
的
な
地
域
支
援
を
可
能
と

す
る
新
し
い
人
材
育
成
の一助
と
な
る
有

益
な
取
り
組
み
と
認
識
す
る
。
こ
の
研

修
を
必
要
な
施
策
と
位
置
付
け
た
い
。

誰
も
が
、
心
豊
か
に
安
心
を
享
受
で
き

る
町
を
め
ざ
し
て
参
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
重
点
支
援
地
方
交
付
金

▼
成
年
後
見
制
度

議
員
の
ひ
と
言

防
災
リ
ー
ダ
ー

問
災
害
支
援
体
制
を
促
進
せ
よ

答
町
民
と
防
災
意
識
向
上
を

進
め
た
い

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、状
況
に
応
じ
て
き
め
細
や

か
な
支
援
を
行
う
。
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一 般 質 問 12月定例会議

政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています。

Q
子
ど
も
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
な

い
か
。

A
子
ど
も
会
議
の
開
催
は
、子
ど
も
達
の

率
直
な
意
見
を
施
策
に
反
映
し
て
い
く

上
で
有
意
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。対
象
と
な
る
年
齢

層
や
意
見
聴
取
の
方
法
な
ど
他
自
治
体

の
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
既
存
の
意
見
や
提
案
を
ど
の
よ
う
に

収
集・整
理
し
、第
３
期
子
ど
も・子
育
て

支
援
計
画
や
政
策
検
討
に
生
か
し
て
い

る
の
か
。

A
就
学
前
の
児
童
及
び
小
学
生
の
保
護

者
を
対
象
にｗｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
子
育
て
会
議
に

諮
り
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

上
で
策
定
し
て
い
る
。

Q
争
い
の
な
い
世
界
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
ま
ず
教
育
長
の
平
和
観
を
き
く
。

A
差
別
や
い
じ
め
、
貧
困
や
孤
立
と
いっ

た
争
い
の
な
い
世
界
で
あ
る
。
相
手
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
そ
の
思

い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
。

日
々
の
実
践
の
中
で
考
え
、
そ
れ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

Q
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
平
和
教
育
が

行
わ
れ
て
き
た
か
。

A
中
学
の
修
学
旅
行
で
広
島
の
平
和
原

爆
資
料
館
に
行
き
、
千
羽
鶴
を
さ
さ
げ
、

平
和
の
維
持
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。

「
逆
転
し
な
い
正
義
」を
子
ど
も
た
ち
と

一緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

議
員
の
ひ
と
言

Q
身
寄
り
の
な
い一人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
孤
独
・
孤
立
か
ら
守
る
体
制
は
整
って

い
る
か
。

A
日
頃
か
ら
民
生
委
員
や
地
域
福
祉
推

進
チ
ー
ム
に
よ
る
見
守
り
活
動
、
ま
た
、

地
域
つ
な
が
り
サ
ロ
ン
や
百
歳
体
操
、
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
等
の
見
守

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
地
域

全
体
で
支
え
る
意
識
の
醸
成
を
図
って
い

く
。

Q
残
り
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
終
活

支
援
を
加
え
た
人
生
会
議
の
推
進
を
。

A
終
活
に
お
け
る
意
思
決
定
支
援
は
大

切
な
こ
と
だ
が
、
個
人
に
よ
り
人
生
観

や
健
康
状
態
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
町
が
画一的
な
体
制
を
整
え
る
こ
と

は
難
し
い
。
引
き
続
き
現
在
行
って
い
る

「
出
前
講
座
」
等
に
よ
る
人
生
会
議
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
。

★【
人
生
会
議
】

将
来
の
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
本
人
、家
族
、

医
療
や
介
護
の
専
門
職
と
話
し
合
う
取
り

組
み
。

Q
防
災
公
園
の
整
備
に
、補
助
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
で
早
期
に
実
現
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

A
民
間
事
業
者
と
有
効
な
協
定
を
図

り
、災
害
時
の
相
互
補
完
を
構
築
し
、巨

額
な
財
政
負
担
を
伴
わ
な
い
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
対
策
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
お
に
ぎ
り
の
日
条
例
の
深
化
と
推
進

に
つ
い
て

★【
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
】

平
時（
日
常
）と
有
事（
非
常
時
）の
区
別
を

な
く
し
て
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
が
災
害
時

に
も
役
立
つ
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
。

ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
屋
内
遊
び

場
が
必
要
と
の
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

す
。
早
期
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
言

子
ど
も
の
支
援

平
和
教
育

★

人
生
会
議
の
推
進

★

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

問
子
ど
も
の
意
見
を

　
行
政
政
策
に
反
映
さ
せ
よ

答
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に

　
検
討
す
る

問
争
い
の
な
い
世
界
を
築
く
に
は

答
日
々
の
実
践
の
中
で
育
む

問
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の

支
援
は

答
孤
立
に
よ
る
不
安
の
解
消
に

努
め
る

問
防
災
公
園
の
整
備
は

答
町
内
全
て
の
公
園
で
の
設
置

は
難
し
い
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一 般 質 問12月定例会議

　今回、新たな取組として例年のような先進地視察研修ではなく、オンラインによる研修（全8講座、
約20時間）を受講しました。講師の黒瀬雄大氏によるインフラの老朽化と自治体財政の現状を深く
理解し、議会における政策提言力と予算監視能力を向上させることを目的とした講義でした。
　まず公共施設管理において、老朽化対策は将来世代の負担に直結する最重要課題です。研修で
は「公共施設等総合管理計画」における総量抑制や長寿命化の実効性を、個別施設計画との整合性
から徹底検証する視点を学びました。今後は、施設の統廃合スケジュールやコストパフォーマンス
を厳しく問う姿勢が求められます。
　次に財政把握については、従来の単式簿記に公会計財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書）
を加えた多角的な分析手法を習得しました。類似団体との比較や、減価償却費を含む「真のコスト」
の算出により、自町の財政構造を客観的に評価することが可能となります。
　今後は、これらの知識を予算・決算審議に反映し、計画に基づいた具体的・定量的な質疑を行
いたいと思います。また、ストックベースの視点から施設の総量抑制を提言するとともに、専門的
な財政データを住民に分かりやすく「見える化」し、財政健全化と施設再編に向けた合意形成を促進
します。学んだ分析手法を駆使し、町民の負託に応える質の高い議会活動を展開していきたいと
思います。

政治家が運動会やスポーツ大会に飲食物を差し入れることは禁止されています。

Q
中
能
登
町
の
英
語
教
育
の
現
状
と
課

題
は
。

A
県
の
基
礎
学
力
調
査
の
正
答
率
は
県

平
均
よ
り
高
い
。
英
語
の
勉
強
が
好
き

か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
中
３
で
県

平
均
を
下
回
り
、
英
語
で
気
持
ち
を
伝

え
る
言
語
活
動
が
十
分
で
は
な
い
と
考

え
る
。
課
題
解
決
に
向
け
て
以
下
３
点

を
強
化
す
る
。

①
ス
ピ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施②
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
交
流
、
実
用
的

な
場
面
で
の
活
動

③
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
授
業

み
ん
な
が
生
き
生
き
と
し
た
住
み
や
す

い
社
会
形
成
を
！

議
員
の
ひ
と
言

Q
町
内
の
事
業
主
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
、
防
止
策
の
推
進
状
況
は
。

A
12
月
は
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
月

間
で
あ
り
、
町
Ｈ
Ｐ
に
広
く
周
知
を
行

い
、
町
商
工
会
で
は
商
工
会
回
報
を
通

じ
て
、
会
員
へ
周
知
し
て
い
る
。

Q
中
能
登
町
役
場
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

報
告
件
数
、
認
知
件
数
、
実
態
把
握
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。
ま
た
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
実
績
、
特
に
管

理
職
以
上
の
研
修
実
績
は
。

A
報
告
件
数
は
な
い
が
相
談
や
問
合
せ

は
数
件
あ
っ
た
。
令
和
５
年
に
中
能
登

町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱
を
策
定
し
、

相
談
窓
口
を
設
置
。
電
話
、面
談
、メ
ー

ル
等
で
相
談
受
付
、
問
題
解
決
に
取
組

む
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
は
未
実

施
。
今
年
度
中
に
実
施
す
る
。

Q
今
後
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
向
け
て

の
取
組
は
。
条
例
制
定
を
。

A
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
と
判
断
基
準
を

明
確
に
し
、
周
知
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

条
例
の
制
定
は
、
誰
を
対
象
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
内
容
に
す
る
か
を
踏
ま
え
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

英
語
教
育

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
子
ど
も
達
が
自
信
を
も
つ

　
英
語
教
育
を

答
未
来
社
会
を
生
き
る
た
め
の

教
育
を
展
開

問
根
絶
へ
の
取
り
組
み
を

答
条
例
制
定
を
前
向
き
に
検
討
す
る

オンライン集中セミナー
～朽ちたインフラと老いたハコモノ 自治体財政を把握する〜

受講期間：令和７年７月１５日～１２月２６日　報告者：合田　宏

総務建設常任委員会

議会だより とびら 第45号9

古
こ た ま

玉いづみ 議員



　たんぽぽ保育園の民営化が住民の反対により一旦保留となってから、コロナ禍、震災を経て約10
年にわたる協議の後、令和6年10月に保育園再編検討委員会から、速やかに民営化に取り組むよう
答申が提出されていました。それを受けて町として策定した中能登町立保
育園再編計画が、10月15日の委員会で示されました。
　今後は令和8年度の準備期間を経て令和9年4月にたんぽぽ保育園をこす
もす保育園に統合し、令和11年4月につくし保育園の民営化を計画していま
す。統合、民営化によって、より柔軟な保育サービスの提供ができ、統合で年
間1,500万円、民営化で年間2,200万円の経費削減の試算となっており、そ
の分を子育て支援策に充当することも期待できます。保護者、住民へのご理
解・ご協力を得られるよう、町に丁寧に説明を尽くすことを求めていきます。

町立保育園再編への動きが加速

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

こどもまんなか応援サポーター宣言！

耐震シェルター設置事業補助金を新設

金丸公営住宅の傾きを修繕

　中能登町では秋のこどもまんなか月間に合わせ、11月4日(火)に「こど
もまんなか応援サポーター宣言」を行いました。県内自治体では2番目の
宣言で、是非やって欲しい！との議会からの声に応えた形です。
　こどもまんなか宣言とは、こども家庭庁が提唱しており、子ども達のた
めに何がもっとも良いことかを常に考え、子ども達が健やかで幸せに成長
できるような「こどもまんなか」の社会を実現するための宣言です。
　中能登町として「こどもまんなか応援サポーター宣言」を行うことで、地
域全体で子どもの成長や子育てを応援していく機運の醸成につなげていくものであり、議会としてさら
なる具体的な子育て支援策を推進していきます。

　町では現在、住宅耐震化を最優先課題とし、耐震改修や建替えに対
し最大310万円を補助する手厚い支援体制が整備されています。今
回、この既存制度を補完する新たな選択肢として、「耐震シェルター設置
事業補助金」500万円が計上されました。本事業は、能登地域創造的復
興基金を活用した令和9年度末までの時限措置で、全面改修が困難な
高齢者や低所得世帯を対象に、一部屋分の安全を安価に確保する装置
の設置を支援します。対象は所得制限を満たす世帯の木造住宅で、設
置費用の3分の2、最大100万円の補助となります。
　これにより、「最大310万円の全面改修」と「安価なシェルター」の両輪で、世帯の状況に応じた切れ
目のない支援を行い、町民の生命を守る耐震化を加速させていきます。

　金丸住宅の6棟のうち5棟で住宅の傾きが発生したことから既存
公営住宅復旧事業による工事発注を実施し、１０月の随時会議で工
事請負契約の締結を議会に求めるものとの報告を受けました。
事 業 費：9,950万円（税抜き）
工事概要：傾斜復旧工
入 札 日：令和７年10月20日

総務建設常任委員会総務建設常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

議会だより とびら 第45号 10

金丸住宅

↑保育園再編計画、経緯について



議会行革・活性化特別委員会議会行革・活性化特別委員会

議会からのお知らせ

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 日
議員名

会議名

木
下　
智
治

三
浦　
克
欣

合
田　
　
宏

角　
　
久
子

澤　
　
良
一

古
玉
い
づ
み

尾
田　
良
一

土
本　
　
稔

笹
川　
広
美

南　
　
昭
榮

甲
部　
昭
夫

坂
井　
幸
雄

10月
1日 議会広報特別委員会 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 － － オ － －

15日 教育民生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 オ － －
15日 総務建設常任委員会 〇 － 〇 － 〇 － － － － 〇 〇 ×
21日 議会運営委員会 － 〇 〇 － － 〇 － － － オ 〇 ×
31日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
31日 随時会議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
31日 議会行革・活性化特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オ 〇 ×

11月
17日 教育民生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 オ － －
17日 総務建設常任委員会 〇 － 〇 － × － － － － 〇 〇 ×
26日 議会運営委員会 － 〇 〇 － － 〇 － － － オ 〇 ×
27日 全員協議会 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
27日 議会行革・活性化特別委員会 〇 〇 〇 × 〇 △ 〇 〇 〇 オ 〇 ×

12月
 5日 12月定例会議　初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
 8日 教育民生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 オ － －
 8日 総務建設常任委員会 〇 － 〇 － 〇 － － － － 〇 〇 ×
 9日 予算決算常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オ 〇 ×
 9日 議会行革・活性化特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オ 〇 ×
15日 一般質問 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
16日 一般質問 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
18日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
18日 12月定例会議　最終日 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
23日 議会広報特別委員会 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 － － オ － －

会議等出欠状況 ○…出席　　×…欠席　　△…早退・遅刻　−委員外
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席

未来の議員”仲間“を増やすために
～「議員のなり手不足に関する報告書」提出へ～

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3 4 5 6 7 8

午前10：00
議案上程

提案理由説明
質疑など

午前10：00
教育民生

常任委員会

午後1：30
総務建設

常任委員会

9 10 11 12 13 14 15
午前10：00
予算決算

常任委員会

午前10：00
予算決算

常任委員会

午前10：00
予算決算

常任委員会

16 17 18 19 20 21 22
午前10：00
一般質問

午前10：00
一般質問

（予備日）

午後1：30
全員協議会

午後3：00
委員長報告
質疑・討論・採決

23 24 25 26 27 28 29

30 31

定例会議はケーブルテレビ「なかのと
チャンネル」で中継します。

3 月定例会議の日程

みなさんの傍聴を

お待ちしてます。

令和7年11月4日に長野県箕輪町議会から視察に訪れていただ
きました。

令和7年11月6日に大阪府田尻町議会から視察に訪れていただ
きました。

ようこそ中能登町議会へ

★長野県箕
みのわまち
輪町議会

・能登半島地震における被害と概要と行政対応について
・発災後の議会対応について

★大阪府田
たじりちょう
尻町議会

・能登半島地震における被害状況、復旧・復興状況につい
て

　当委員会では、議会活動の活性化を図るため、いろいろな活動を行ってきました。その中の一つである未来に向
けて次世代の議員のなり手不足を解消していくため、議員報酬の改定について協議しました。議員間でもその前に
することがあるのではないかという意見もありましたが、今委員会において議員のなり手不足に関する報告書をま
とめ、議長に提出いたしました。その後の流れとして、12月18日（木）に議長より宮下町長に要望書として提出され、
特別職報酬審議会に委ねられ審議が行われることとなっています。

【お詫びと訂正】
議会だより第44号の15ページ下段の掲載内容に一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　【正】8月21日（木）　　【誤】8月21日（月）

議会だより とびら 第45号11
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 【
発

行
】

中
能

登
町

議
会

　
　

　
　

【
編

集
】

議
会

広
報

特
別

委
員

会

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

委
員
長	

古
玉
い
づ
み

副
委
員
長	

合
田　
　
宏

委

員	

尾
田　
良
一

	

角　
　
久
子

	

三
浦　
克
欣

	

木
下　
智
治

　

11
月
10
日(

月)

に
鳥
屋
小
２
年
の
皆
さ

ん
が「
町
た
ん
け
ん
」の
学
習
で
総
務
庁
舎

に
見
学
に
来
ま
し
た
。議
長
と
と
も
に
議

場
内
を
案
内
し
、子
ど
も
達
に
は
議
員
席

に
座
って
も
ら
い
質
問
席
か
ら
質
疑
応
答
。

「
難
し
い
仕
事
は
な
ん
で
す
か
？
」「
ど
ん

な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？
」な
ど
純
粋

無
垢
な
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
飛
ん
で
く

る
質
問
に
、簡
単
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
ア
ニ
メ
な
ど
の
例
え
を
用
い
て
頭
を
フ

ル
回
転
。１
月
29
日(

木)

に
は
授
業
参
観
に

お
招
き
い
た
だ
き「
町
の
す
て
き
つ
た
え
た

い
」の
発
表
で
見
学
の
様
子
を
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。町
の
す
て
き
を
伝
え
て
い
け
る
議

会
で
あ
り
た
い
、と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

古
玉　
い
づ
み

編

集

後

記

初詣参拝者にインタビュー

と
び

ら
へ

の
ご

意
見

は
⇨

こ
ち

ら

議会だより とびら 第45号 12

　１月１日、町内の神社に初詣に来られた皆様に、今年の目標を書いていただき、
町への要望をインタビューしました。

えいけん　うかること

山本さん

合格祈願

山田さん

算数がんばる

田中さん

プールやピアノをがんばります！！

亀井さん

金ためる

山田さん

中能登クラブゆうしょう

寺西さん

ダイエット本気でがんばります

飴谷さん

Improve my English！

曽我さん

健康第一

林さん

勉強をがんばります

河上さん

腸の改善

木下さん

字をきれいに書く

本橋さん

英語の授業を楽しくしてほしい

新しいスポーツ施設を！

子どもが元気に過ごせる町にしてください

室内で遊べる施設が欲しいです

お金がたまる町づくりをしてください

都会っぽい町になってほしい

電子マネー決済還元制度を再度実施してほしい

みんなが仲の良い町づくりを願います

健康でいれる町づくりを！

映画館が欲しいな

大学の学費を補助して欲しい

遊ぶ場所を増やしてほしいです

今年の目標
町への要望
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